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長瀞第一小学校
人権教育グランドデザイン
〈児童の実態〉 ・学習指導要領

・自己有用感の育成が必要で ・人権教育及び人権啓発の推進
ある。 に関する法律
・他者の立場や思いを理解して ・人権教育・啓発に関する基本計
の行動が十分ではない。 画
・人権のとらえが知的理解にとど ・人権教育の指導方法等の在り
まり実践行動への意欲や態度 方について〈第三次とりまとめ〉
まで十分に高まっていない。

研究主題 「まごころをつくしあい、みんな仲よく、
たゆまず学び続ける児童の育成」

～自他の大切さを実感できる授業と教育環境の整備充実を通して～

人権教育を通じて育てたい資質・能力

自分の人権を守り他の人の人権を守ろうとする意識・意欲・態度に基づく実践的な行動力の育成

目指す児童像 ～こんな児童になってほしい～
まごころをつくしあう子 みんなと仲よくできる子 たゆまず学び続ける子
・自他の人権を大切にし、 ・自他の人権を大切にし、 ・自他の人権を大切にし、

伝え合う児童 認め合う児童 高め合う児童

〈低学年〉 〈低学年〉 〈低学年〉
・相手を思い、やさしい言葉をつか ・自分や友だちのよさを見つけら ・友だちと仲よく活動できる児童
える児童 れる児童
〈中学年〉 〈中学年〉 〈中学年〉
・相手を思いやる心づかいのできる ・自分や友だちのよさやちがいを ・友だちと協力して活動できる児童
児童 伝え合える児童
〈高学年〉 〈高学年〉 〈高学年〉
・相手の思いを受け止め折り合い ・自分や友だちの個性を理解し ・お互いのよさを発揮して活動できる
のつけられる児童 合える児童 児童

【仮説１】 伝え合う授業 【仮説２】 認め合う環境 【仮説３】 高め合う活動
自他の大切さを実感できる授業 自他を大切にした教育環境の 実践行動へとつなげる活動や地

を実践できれば、人権感覚を身に 整備充実を図ることができれば、 域・関係機関との連携を充実させれ
つけた児童の育成につながるであ 人権感覚を身につけた児童の育 ば、人権感覚を身につけた児童の育
ろう。 成につながるであろう。 成につながるであろう。

授業研究部会 調査環境部会 地域連携部会
・人権教育の視点を明確にした各 ・各種アンケートの実施と分析 ・学校行事への人権教育の位置付け
教科年間指導計画の作成 ・教師の人権意識チェックシート ・長瀞町小中学校の連携
・お互いの考えを尊重し、認め合え ・人権コーナーの整備 ・学校応援団と協働した縦割り班
る授業づくり （「ありがとうの木」掲示、ぽか での学校 ファーム
・アクティブラーニングの充実 ぽか図書設置 等） ・学校応援団や社会福祉協議会と
・人権感覚育成プログラムの活用 ・各教室人権コーナーの整備 の連携による各種ふれあい体験
・ユニバーサルデザインを生かした ・思いやりの花いっぱい運動 ・「人権だより」の発行
授業づくり ・教師の人権宣言（人的環境づく ・HPでの情報発信

り）

・ありがとう日記

学校教育目標

○深く考える子

○心の豊かな子

○た く ま しい子

あ い さ つ
長瀞町教育委員会教育長

野 口 清
長瀞町立長瀞第一小学校においては、平成２７・２８年度文部科学省人権教育研究推進事

業の研究指定校として、全校をあげて研究に取り組まれ、その成果を発表されますことに敬

意を表しますとともに、心からお喜び申し上げます。

長瀞第一小学校では、「まごころをつくしあい、みんな仲よく、たゆまず学び続ける児童の
育成」を研究主題に掲げ、自他の大切さを実感できる授業の実践と教育環境の整備充実を中

心とした研究に取り組まれました。２年間の研究を通して、人権についての知的理解だけで

なく、自他を大切にする児童の人権意識が高まり、実践的行動につながったと伺っておりま

す。また、どの教室においても、互いのよさを認め合い、一人一人の児童を大切にした授業

が実践されています。２年間にわたる本研究の成果が十分に生かされ、広く県内外の教育実

践に寄与されますことを心からご期待申し上げます。
結びに、本研究に熱心に取り組んでこられました浅見哲夫校長先生をはじめとした教職員

の皆様、本研究をご指導くださいました関係者の皆様に心より感謝を申し上げ、あいさつと

いたします。

研究主題設定の理由

本校には、「至誠」「協和」「修行」という三つの校訓がある。「至誠」とは極めて誠実にま

ごころをつくしあうことであり、まごころとは、うそ偽りなく相手のことを親身になって思

いやる心である。「協和」とは心を合わせて仲よくすることである。「修行」とは他者と協調
しつつ自主的に社会生活を送るために学び続けることである。こうした三つの校訓は、本校

の教育活動の全ての指標となっている。

本校の児童は、純朴で素直な児童が多い。小規模校の特長を生かした縦割り活動の充実を

目指す取組、「いじめ防止キャンペーン」での道徳・学活授業公開、人権週間の取組等を通じ

て、全体的には、友だちを思いやり、落ち着いた学校生活を送っている。一方、相手の立場
や気持ちを理解できず些細なことからもめ事を起こしてしまう自己主張の強い児童、自分の

感情を抑えられず相手を傷つけてしまう児童もいる。その要因として、本校児童の人権のと

らえが知的理解にとどまり実践行動への意欲や態度まで高まっていないことが考えられる。

その解決を図るためには、①自他の大切さを実感できる授業の在り方について研究を深め

ること、②人権感覚を高める教育環境の整備充実を図ること、③実践行動へとつなげる活動
や地域の関係機関との連携を充実させることなどが必要である。研究を通じ、自分の人権を

守り他の人の人権を守るための意識・態度・実践的な行動力などの資質や能力の育成に向け、

総合的に取り組んでいく。このことが、本校の目指す児童像である「まごころをつくしあい、

みんな仲よく、たゆまず学び続ける児童」の育成につながるものと考え、本主題を設定した。

あ い さ つ
長瀞町立長瀞第一小学校長

浅 見 哲 夫
本校は、平成２７・２８年度文部科学省・埼玉県教育委員会の「人権教育研究指定校」と

して、長瀞町教育委員会の委嘱を受け「まごころをつくしあい、みんな仲よく、たゆまず学

び続ける児童の育成」～自他の大切さを実感できる授業と教育環境の整備充実を通して～を

研究主題に設定し、取り組んでまいりました。
研究を進めるにあたっては、「伝え合う授業」「認め合う環境」「高め合う活動」の視点から、

「自分の人権を守り、他の人の人権を守ろうとする意識・意欲・態度に基づく実践的な行動

力の育成」に努めてまいりました。

こうした視点に立った様々な取組を研究紀要としてまとめるとともに、研究発表会を開催

させていただく機会を得ましたが、まだまだ多くの課題が山積しております。皆様のご指導、
ご叱正を賜りますようお願い申し上げます。

結びに、本校の研究推進にあたり、ご指導いただきました埼玉県教育局市町村支援部人権

教育課をはじめ北部教育事務所、長瀞町教育委員会の先生方に心より感謝申し上げ、あいさ

つとさせていただきます。



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

主な
学校行事

児童会
縦割り班活動

常時活動

社会奉仕
自然体験
栽培活動

緑の少年団結団式
（生命尊重）

緑の募金（生命尊重）

サツマイモ苗植え（生命尊重） 国道沿いの花植え（生命尊重） ＪＲＣバッジ贈呈式
（社会と自分）

人権の花植え（生命尊重）

環境整備奉仕作業
〈社会と自分）

ＪＲＣ赤い羽根の募金
（社会と自分）

サツマイモ収穫・収穫祭
（生命尊重）

書き間違えハガキの回収
（障害者）

球根の植え付け（生命尊重）

人権教育部

人権作文長瀞町福祉大会
いじめ悩み事アンケート

（子供）

いじめ悩み事アンケート
（子供）

いじめ悩み事アンケート
（子供）

人権標語募集（子供）

いじめ悩み事アンケート
（子供）

いじめ悩み事アンケート
（子供）

人権講話
人権作文朗読
人権標語掲示

子供の人権講演会（子供）
「めぐみ」視聴（拉致被害者）
高齢者疑似体験活動

（高齢者）

スマホ・ケータイ安全教室
（インターネットによる人権侵害）

命の大切さを学ぶ教室
〈あおいとり〉

（犯罪被害者の人権）
いじめ悩み事アンケート

（子供）

授業研究部

年間指導計画確認
ユニバーサルデザインの視点
を生かした授業の確認
（法の下の平等）

アクティブラーニングの充実
（人間関係づくり）

授業研究会① 授業研究会②

年間指導計画の見直し

授業研究会③

人権教育研究発表会
（１１月２２日）

いじめ防止キャンペーン
（子供）

年間指導計画見直し

調査環境部

児童人権感覚調査
（法の下の平等）

ユニバーサルデザインの視点
を生かした教室整備
〈法の下の平等）

職員人権宣言（法の下の平等） 人権図書（子供） 児童人権感覚調査
（法の下の平等）

人権図書（高齢者） ユニバーサルデザインの
体系化〈法の下の平等）

児童会活動のふりかえり
（子供）

児童人権感覚調査
（法の下の平等）

地域連携部

人権読み聞かせ（子供） 野上駅前花植え（生命尊重） 学校ファーム整備（生命尊重） 環境整備奉仕作業（社会と自分）
学校応援団推進会議
サマースクール
（人間関係づくり）

世代間交流除草
作業（高齢者）

人権読み聞かせ（高齢者） 植木の剪定作業（高齢者） 野上駅前花植え（生命尊重） 人権読み聞かせ（障害者）
昔の遊びを楽しむ会（高齢者）

認知症サポーター講習会
（高齢者）

昔の話を聞く会（高齢者）

卒業生への読み聞かせ
「幸福の王子」
（法の下の平等）

給食感謝のつどい
（社会と自分）

長縄８の字とび大会
（人間関係づくり）

６年生を送る会（人間関係づくり）
学校応援団への感謝

（社会と自分）
３．１１集会（災害時の人権）

荒川クリーン作戦
（社会と自分、人間関係づくり）

一小秋祭り（人間関係づくり）
いじめ防止キャンペーン

（子供）

人権週間
人権講話（法の下の平等）

運動会（人間関係づくり）

サツマイモ栽培活動

月
荒川クリーン作戦

６月 ７月 ８月
運動会（人間関係づくり）

９月 １０月 １１月
一小秋祭り（人間関係づくり）

挨拶声かけ運動・挨拶週間 ありがとう日記（人間関係づくり） 思いやりの花いっぱい運動（人間関係づくり） 登下校見守り活動（社会と自分）縦割りタイム（人間関係づくり）

人権感覚育成プログラムを活用した授業

の実践（人間関係づくり）

学び合い活動・アクティブラーニングの充実（人間関係づくり）

学校応援団による学習支援（個人の尊重、人間関係づくり、社会と自分）ＡＬＴとの交流（外国人）
特別支援学級との交流・

支援籍学習（障害者）

児童会人権推進の呼びかけ（子供） 人権コーナー・

人権ロードの整備（人間関係づくり）

人権だよりの発行（子供）

ユニバーサルデザインの視点を生かした授業（法の下の平等）



③ アクティブラーニングの充実

体験活動や教え合いの場面を意図的に取り入れ、児童同士の学び合いの機会をつくる。

④ 人権教育の視点を明確にした各教科の年間指導計画の作成

人権感覚育成プログラムを人権教育年間指導計画の中

へ盛り込み、授業で実践していく。

３学年 人権教育年間指導計画

長瀞町立長瀞第一小学校

月 教科 主題・題材名・活動 目 標 人権教育上のねらい

３年生になった喜びと中学年として 自分や友達のよいところを見つけたり４ 学級 ３年生になって
の自覚をもって学級目標をつくり、 協力して活動したりし、誰とでも仲良活動
その実現に向けて自分の目標をもつ くする態度を育てる ［人間関係］。

ことができるようにする。

友達をよく理解し、なかよく助け合 相手の立場に立って自分の行動を考え、道徳 貝がら
い励まし合っていこうとする気持ち 友達と協調してお互いに助け合おうと
を育てる。 する事の大切さに気づく。 ［子ども］

モンシロチョウの卵を採集して育 卵から成虫になるまでのモンシロチ理科 チョウを育てよう
て、卵、幼虫、さなぎ、成虫への成 ョウを世話したり、観察したりする中５
長の変化をとらえる また 頭 胸 で、身近な生き物に優しく接し、生命。 、 、 、

腹の三つの部分からできている仲間 あるものを慈しむ心を育てる。

を昆虫ということをとらえる。 ［生命尊重］

いろいろな力試しの運動遊びをして 約束を決めてそれを守り、互いに注意体育 おしたり引いたり
楽しむ。 し合い安全に気をつけて運動し、相手

のことを考えて協力する態度を育てる。

［人間関係］

働くことは家族の一員の役割として 家族の一員であることを自覚し、父母、道徳 母の日のプレゼント
大切であることを知り、みんなで助 兄弟など楽しい家庭をつくろうとする

け合い、温かい家庭をつくっていこ 積極的な姿勢を持つ。 ［女性］

うとする心情を育てる。
生命の尊さを感じ取り、命あるもの すべての命を、かけがえのないもの大道徳 目の見えない犬
すべてを大切にしようとする心情を 切なものとして畏敬の念を持って心か６
育てる。 ら尊ぶことのできる態度を養う。

［生命尊重］
友達のことを思いやり、互いに信頼 相手の立場に立って自分の行動を考え、道徳 明るくなった友だち
して助け合おうとする心情を育て 友達のことを思いやって助け合おうと

る。 する事の大切さに気づく。 ［子ども］
長瀞町の様子について、それぞれの 町の特色ある場所の様子を調べ、公共社会 わたしたちの長瀞町
場所の特色などがわかり、場所によ 施設の働きを知ることにより、自分た

る地域の様子の違いを理解するとと ちの生活している身近な社会との関係
もに、地域社会に対する誇りと愛情 を理解する。 ［自分と社会］

をもつ。

２年生の時の夏休みの経験をもとに 多くの人やいろいろな文化に触れるこ学級 もうすぐ夏休み
して 目的を持って計画を作成する とにより、それぞれの文化や考え方を７ 活動 、 。
リズムある生活を行えるようにし、 尊重することが出来るようにする。

［個人の尊重］
一年の計は元旦にあり。自分を振り 地域に伝わる行事に参加したりするこ学級活 楽しい冬休み
返り、多くの人とふれあい、自分の とにより、高齢者の優しさや経験・技動
視野を広げられるような計画を考え 術などに触れ、関わりを持つことが出

る。 来るようにする。 ［高齢者］
古くから残るくらしにかかわる道具 地域の人々の暮らしの変化について考社会 かわってきた人々のくら
やそれを使っていた頃のくらしの様 え、自分たちの暮らしが昔からの地域１ し
子、文化財や年中行事などから、地 の人々の努力によるものであることか
域の人々の生活の移り変わりや人々 ら、地域社会との関わりについて考え

の願いを理解し、地域社会に対する る。 ［自分と社会］
誇りと愛情をもつ。 高齢者の優しさや経験・技術などに触

昔の話を聞く会で高齢者から､昔の れ、関わりを持つことが出来るように
長瀞町の暮らしや様子を聞く。 する。 ［高齢者］

困っている人や苦しんでいる人のこ 友だちや身近な人に、思いやりの心を道徳 一りんの花
。［ ］２ とを思いやり、親切にしようとする 持って接する態度を養う 人間関係

気持ちを育てる。
場面の移り変わりに注意しながら、 人間の偏見のために、人間と心を通わ国語 おにたのぼうし
登場人物の性格や気持ちの変化、情 せることのできなかったおにたの悲し３
景などについて想像しながら読み、 みを理解し、立場が違ってもお互いの
一人一人の感じ方について違いのあ 気持ちを考え、心が触れ合うことの大

ることに気づく。 切さについて考える。 ［同和問題］
一年間を振り返り、４年生に進級す 一年間を振り返った反省をもとに、４学級活 もうすぐ４年生
る喜びや期待、心構えもつことがで 年生になる自覚と、自分から進んで努動
きる。 力しようとする気持ちを育てる。

［子ども］
仲良く、協力しよう 縦割り集団活動を通して、児童相互 他者をいたわる気持ち他者への尊敬や通 人権感

の思いやりの気持ちを育てるととも 信頼感を促進し、参加・参画に係る知年 覚育成
に、班で協力する楽しさを感受させ 識、態度、技能を育てる ［子ども］プログ 。

ることで、集団生活に責任をもってラム
主体的に参加しようとする態度を育
てる。

自分の考えをつたえよう 学級の中で起こりがちな場面のロー 自分の思いや考えをきちんと伝え、他

ルプレイを通して、自分の感情や考 者の思いや考えをしっかり聴くための
えをはっきりと伝え、他者の感情や コミュニケーション能力の基礎を育て

考えを理解し、伝え合い、分かり合 る。 ［人間関係］
えるためのコミュニケーション能力
の基礎を育てる。

⑤ ユニバーサルデザインの視点を生かした授業づくり

学習の見通しが持てるよう、活動段階を明確にする掲示物

の活用と板書

学習の活動段階を５つに分けた授業展開

授 業 ス タ イ ル（１時間の流れ）

段 階 活動内容
掲示物

１～３年 ４～６年

第 １ 段階 学習課題の提示 問題・課題 ○も ○か ○問 ○か○課

第 ２ 段階 解決の見通し 見通し ○み ○見 ○見

第 ３ 段階

自力解決 自分で考える ○じ ○自 ○自

協働解決 友達の考える

○と
○友

一斉検証 友達と考える ○考

第 ４ 段階 まとめ まとめ ○ま ○ま

第 ５ 段階 振り返り 振り返り ○ふ ○ふ ○振

研究の成果

・アクティブラーニングを推進することにより、学習のめあてを意識して学習することができるとともに、

それぞれの授業において設定した人権教育上のねらいにもせまることができた。

・授業スタイル（授業の流れ）や長一小モデル（話合い活動のスタンダード）を活用することで、授業がス

ムーズに進み、児童同士の学び合いの機会も増えた。

・授業の中で、拍手や褒める言葉がけを友達同士で行うことにより、お互いの意見を認め合うことができ、

自他を大切にする態度が高まった。

課 題

・児童の人権意識がさらに高められるよう、人権教育年間指導計画の見直しや授業作りを工夫していく必要

がある。

授業研究部の取組
１ 部会の研修

２ 主な取組

授業研究部では、自他の大切さを実感で

きる授業を実現するために研修を重ね、年

間指導計画の見直しやアクティブラーニン

グ、ユニバーサルデザインの視点を生かし

た授業づくりの実践に取り組んだ。

① 教科ごとの人権教育上のねらいの位置づけ

１年 道徳
「生命尊重」

生きているすべての生

命を大切にしようとする

態度を育成する。

２年 算数
「コミュニケーション能力」

意見や考えを適切に

伝え合い、わかり合お

うとする心を育てる。

３年 学級活動
「コミュニケーション能力」

あいさつについて理解を

深め、実践することにより、

人間関係の基礎的なこと

を身に付けさせる。

４年 体育(保健領域)
「多様性の尊重、共存」

男女が互いに尊重し合

うことの大切さについて

理解させる。

５年 家庭科
「コミュニケーション能力」

話合い活動を通し
て、意見を適切かつ
豊かに伝え合い、わ
かり合おうとする心
を育てる。

６年 体育
「コミュニケーション能力」

友達のよさや違い
を認め合い、助け合
う中で、人間関係の
基礎的なことを身に
付けさせる。

６年 学級活動
「コミュニケーション能力」

意見や気持ちを適
切かつ豊かに伝え合
い、わかり合える態
度を育成する。

さくら学級 生活単元学習
「自己尊重の感情」

めあてに向かって挑戦
し、自分で最後までやり遂
げたり周囲の人々 に認めら
れたりすることで、達成感
や成就感を味わわせる。

長一小モデル（話合い活動のスタンダード）

１ はじめの言葉・課題の確認

２ 意見を出し合う（発表）

３ 考えを深め合う（よかった意見や考え、質問など）

４ 意見をまとめる（グループとしての意見のまとめ）

５ おわりの言葉

② お互いの考えを尊重し、認め合える授業づくり

グループ活動時に長一小モデルを活用し、スムーズな話合いを

行う。学年、教科、単元によって教師がアレンジを加える。



２ ユニバーサルデザインの取組

３ 人権コーナー

４ 人権の広場

５ 思いやりの花いっぱい運動

教師用ロッカーへのカーテン 黒板横掲示へのロールカーテン

教室側面に設置した時計 後方からも見やすい大型タイマー

１ 教室環境

２ 学習や生活のきまり

３ 人間関係づくり

４ 授業の構成

５ 教師の話し方、発問や指示

６ 板書、ノートやファイル

７ 教材・教具

８ 個別的配慮

８つの視点を中心に考え取り組んだ。

特に児童が毎日学習する教室環境づく

りを意識し、視覚的な刺激を減らすな

どの学習環境を整え、学力の向上を目

指した。

教室の後ろに「人権コーナー」を常設し、人
権教育だより、ありがとうの木を掲示した。あ
りがとうの木は、毎日、学級で取り組んだ、友
達への感謝の気持ちを書き綴る「ありがとう日
記」から、各月１点を選んで掲示した。毎月の
木を変え、児童が書きやすいような構成を考え
取り組んだ。

２階に設置した人権の広場から東側を「人
権ロード」とし、人権に関した掲示を行った。
地域や児童同士の関わりの写真や学校の取
組、年間推進活動、「ありがとうの木」など
を掲示、人権図書を集めた「ぽかぽか図書」
のコーナーも設置した。児童が常に目に触れ、
意識できるように考えた。

各クラス３人一組でプランターに３株の花を
植え、世話を行った。家庭と連携し、思いやり
の気持ちを広めるために、「お家でできること」、
「学校でできること」を考え、プランターに全
員のめあてを書き込んだ。友達と協力しながら
花を育てることで、自他を大切にする心の醸
成を目指した。

研究の成果
・ユニバーサルデザインの実践により児童の学力、学習技能などが身に付き、より楽しい学校生活が送れる
ようになってきている。
・毎日の人権学習への取組により、自己有用感が高まり、友達との関わり方も柔軟になり学習環境が充実し
てきている。

課 題
・ユニバーサルデザインを意識して常に取り組んでいるが、より一人一人にあった教育環境を考え、全員の
児童がより充実した学校生活を送れるようにしたい。

・常に変化のある掲示を考え、これからも児童が興味を持って取り組めるように考えていきたい。

調査環境部の取組
１ 児童アンケート

【学校生活での変容（児童同士の関わり）】

【実践行動の変容】

93

99

H27 １学期 H28 ２学期

友だちに「ごめんね」を言える

92

96

H27 １学期 H28 ２学期

学校に来るのが楽しい

67
73

H27 １学期 H28 ２学期

自分の良いところを

知っている

90
94

H27 １学期 H28 ２学期

友だちの良いところを

知っている
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93

H27 １学期 H28 ２学期

困ったときに相談相手がいる
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H27 １学期 H28 ２学期

あだ名で呼ばれて

嫌な思いをしたことがある
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H27 １学期 H28 ２学期

仲間外れにされたことがある
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H27 １学期 H28 ２学期

友だちに注意ができる

84
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H27 １学期 H28 ２学期

仲間外れの友達を見たとき

助けることができる
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H２７
１学期

H２８
２学期
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勉強のことで嫌なことを言われたことがある

運動のことで嫌なことを言われたことがある

容姿のことで嫌なことを言われたことがある

性別のことで嫌なことを言われたことがある

家族のことで嫌なことを言われたことがある

友達に嫌なことを言われたことがありますか

H２７
１学期

H２８
２学期

アンケートの考察
・自分のよいところに気付く児童が増え、自己肯定感の向上が見られる。また、友達のよさにも気付くこ
とができ、自他の人権を大切にできる児童が増えている。

・児童同士の関わりでは、自分や友達のことをよく知ることから、言葉遣いにも気をつけて生活ができる
ようになり、「学校が楽しい」と感じている児童が増えている。

・毎日の学校生活の中で、人権に対する知的理解に留まらず、実践行動の向上的変容が見られている。



成 果

・他者との関わりを意識した、伝え合う活動、認め合う活動、高め合う活動を通じて、「自己有用感」を高める

ことができた。

・授業に話合い活動や学び合う場面を意図的に取り入れることで、自他を大切にする人権意識が高まり、まごこ

ろを伝え合える人間関係が形成された。

・児童アンケート集計結果より、友だちに嫌なことをしたり言ったり、友だちから嫌なことをされたり言われた

りする児童が全項目において減少した。児童に自他を大切にする人権意識が高まり、児童同士の関わりの中で

実践行動につながった。

・「ありがとう日記」「ありがとうの木」「思いやりの花いっぱい運動」など、自他の人権を大切にする教育環境

の整備充実を通じ、自他のよさや違いに気付き、認め合える人間関係が形成された。

・学校行事や児童会活動、地域との連携活動に人権教育の視点を位置付けることができた。

・学校応援団や社会福祉協議会と連携し、地域の方と協働した縦割り班活動を通じ、友達や地域の方々と協力し、

高め合う活動ができた。

・児童会と連携した集会や掲示物作成などの啓発活動を通して、児童の実践意欲が高まった。

・教師や友達から認められることで、自己肯定感が高まり、学習への意欲が向上した。

・教師が児童の活動を見取り、具体的に褒めたり励ましたりすることで、一人一人の児童を大切にした授業づく

りにつながった。

・ユニバーサルデザインの視点を生かした教室環境づくりや授業実践を通して、教師の人権感覚に対する意識が

高まった。

・教師の人権宣言「チーム長一人権宣言」を活用した学級づくりを通じ、教師と児童の人権意識が高まった。

・人権に関する意識調査を継続的に実施したことにより、研究の効果について客観的に検証することができた。

・ホームページに「人権教育コーナー」を作成したことにより、家庭や地域に、より詳細な情報発信することが

できた。

課 題
•人権教育を意識した授業（特に主体的・対話的で深い学び）を引き続き研究していくことが必要である。

•人権教育の視点に立った取組を、さらに家庭や地域に広めていく必要がある。

因子 質 問 項 目
H２８
１学期

H２８
２学期

存在感 クラスの友だちの役にたっていると思う 71 86

承 認 クラスの友達から「ありがとう」といわれることがある 94 96

貢 献 クラスの友達の手伝いをすることがある 91 94

関係性 クラスの友達といると安心する 92 94

87 93自己有用感平均値
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地域連携部の取組
《社会福祉協議会との連携》

世代間交流除草作業 昔の遊びを楽しむ会 車椅子バスケ講演会 高齢者擬似体験活動

《学校応援団との連携》

人権課題に関する読み聞かせ 個に応じた学習支援 地域と児童をつなぐ支援 登下校時の見守り支援

《長瀞町青少年健全育成町民会議との連携》 《中学校との連携》 《関係機関との連携》

あいさつ声かけ運動 サマースクール支援 ゲストティーチャー スマホ・ケータイ安全教室

《ＰＴＡとの連携》 《地域の方々との連携》

環境整備奉仕作業 運動会準備 地域の花植え 伝統芸能の継承

研究の成果

・地域との連携活動に、人権教育の視点を位置付けることができた。

・地域の方と協働した縦割り班活動では、友達や地域の方々と協力して活動することができ、お互いのよさ

を高め合う活動ができた。

・児童アンケートの集計結果から、「困ったときに相談相手がいる」と答える児童が増えている。

・「ホームページ」や「人権教育たより」を充実し、家庭や地域へより細やかな情報発信を行った。

課 題

・学校、家庭、地域が連携した、登校指導やあいさつ運動を今後も継続して実施していく必要がある。



ご指導いただいた先生方（平成２８年度）

埼玉県教育局市町村支援部人権教育課長 吉 野 雅 彦 先生

埼玉県教育局市町村支援部人権教育課指導主事 棚 澤 大 輔 先生

埼玉県教育局市町村支援部人権教育課指導主事 今 成 健 先生

埼 玉 県 教 育 局 北 部 教 育 事 務 所 長 田 柳 宏 先生

埼玉県教育局北部教育事務所秩父支所主席指導主事 坂 本 勉 先生

埼玉県教育局北部教育事務所秩父支所社会教育主事兼指導主事 八 木 進 也 先生

埼玉県教育局北部教育事務所社会教育主事兼指導主事 下 田 典 生 先生

埼玉県教育局北部教育事務所秩父支所指導主事 原 嶋 桂 子 先生

長 瀞 町 立 長 瀞 第 二 小 学 校 教 頭 篠 田 禎 生 先生

長 瀞 町 教 育 委 員 会 教 育 長 野 口 清 先生
長 瀞 町 教 育 委 員 会 指 導 主 事 浅 見 博 美 先生

ご指導いただいた先生方（平成２７年度）

埼玉県教育局市町村支援部人権教育課指導主事 齋 藤 健 一 先生
埼 玉 県 教 育 局 北 部 教 育 事 務 所 指 導 主 事 浅 見 和 良 先生
長 瀞 町 立 長 瀞 第 二 小 学 校 長 千 島 裕 夫 先生
長 瀞 町 教 育 委 員 会 教 育 長 宮 原 利 定 先生

研究に携わった職員（平成２８年度）

校 長 浅 見 哲 夫 教 諭 梅 澤 郁 枝 事務主幹 井 上 洋
教 頭 石 原 明 教 諭 野 口 知 大 教 諭 清 水 竹 子
教 諭 坂 本 浩 朗 教 諭 新 井 久美子 Ａ Ｌ Ｔ ポール・サ ボ
教 諭 山 口 章 教 諭 土 屋 智 治 支 援 員 齊 藤 文 恵
教 諭 秋 山 京 子 教 諭 岩 嵜 誠 支 援 員 長 島 善 江
教 諭 織田澤 絵 里 教 諭 田 島 大 貴 支 援 員 荻 谷 知 子
教 諭 久 米 秀 鳳 教 諭 飯 野 素 美 支 援 員 大 濵 叔 子
教 諭 根 岸 文 江 養護教諭 設 楽 幸 子 校 務 員 金 田 俊 子

研究に携わった職員（平成２７年度）

教 諭 佐々島 忠 重 教 諭 秋 元 幸 子 教 諭 齊 藤 千 穂
教 諭 磯 田 潤 一

荒川クリーン作戦


